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議案の概要 ・４６～４８号議案 （３議案） 補正予算

・４９～５１号議案 （３議案） 条例議案

・５２～５６号議案 （５議案） その他の議案

当初送付の案件 ２０ 件

内訳
議案 １１ 件

報告 ９ 件

１

送付案件

▶第５１号議案 「佐賀市市税条例の一部を改正する条例」

地方税法等の改正に伴い、新たに設けられた原動機付自転車の区分の税率を定めたり、軽自動車の減免の手続き

の際にマイナ免許証でも対応できるようにするなどのために改正します。



２

令和７年度 ６月補正予算案

６月補正
予 算 額 ９.０ 億円

補正後予算総額 1,151 億 5,500 万円

主な
歳入

☆新地方創生交付金（第２世代交付金） 5,240万円

あたりまえハッピー、産業人材育成など、本市独自の地方創生の取組への交付金

☆新地方創生交付金（デジタル実装型） 1億4,718万円

窓口改革、スーパーアプリなど、デジタル技術を活用した地方創生の取組への交付金

☆都市構造再編補助金 1億2,552万円

スポーツ交流拠点、中央大通り再生など、市街地の都市機能充実への補助金

国の補助金を
新たに獲得！



債務負担行為（Ｒ７～Ｒ８）
３億円

３

未来を担う人材を育てる大学を支援します。

西九州大学

令和９年４月

「健康データ科学部（仮称）」を設置予定

⇒ データを駆使し、多様な社会課題に

立ち向かう人材を育成

スポーツ健康 福祉 医療

情報科学・データサイエンス

成長分野を担う人材の育成のため

大学の学部設置を支援します。

 市内の高等教育のさらなる充実

▶ 佐賀の未来をリードする
データサイエンス人材を育成

 若者の定着促進

▶ 進学の選択肢の増加、市外からの流入

▶ 地域で活躍する人材の確保

 健康・福祉分野での連携が可能に

≪期待される効果≫

定員400名

県１億円
市２億円

補 正
予算案



Ｂリーグ新制度（Ｂ.革新）

・ドラフト制度（ウェーバー制度）

・サラリーキャップ制度

４

ス ポ ー ツ 交 流施 設 の整備 を支援 し ま す 。

©SGBL

佐賀バルーナーズの
新たな「スポーツ×地域振興」を後押しします！

Ｂプレミア 参入決定
・2026-27シーズン～
・国内最高位リーグ

補 正
予算案

トップリーグクラブの存在が
さらなる地域振興の原動力に！

地方クラブも
有望選手獲得の期待値アップ！

練習環境

市民等の

スポーツ・
交流の場

集客向上
チーム力アップ・
有力選手獲得

まちの賑わい
公開練習・交流イベント

スポーツ振興
クラブによる技術指導

コミュニティ
サークル活動
災害時の避難所

成章町（成章保育所跡）

“南北軸の強化”とも連携！

２億6,６１９万円

債務負担行為（Ｒ７～Ｒ８） ６億円

国補助金を活用

２０２６年 スタート

スポーツのチカラを活かして、地域が元気になる好循環を生み出します。

地方クラブが
地域と共に飛躍できる

大きなチャンス



6,175万円

５

ＳＡＧＡモビリティセンターが誕生します。
補 正
予算案

（仮称）

約１０年来の課題である交通局舎リニューアルがこれから始まります。

イメージ図
引用元 CoMo UK

様々なモビリティが集まり、
市民の移動が、より豊かに、より便利に。

ＳＡＧＡモビリティセンター

R10開業

佐賀のまちなかを
もっと動きやすく！

最新モビリティで
スマートな移動を！

官民連携で
持続可能な公共交通へ！

開かれた空間で
バスをもっと身近に！

交通局を新たな「発着所」に

多様なシェアモビリティが
移動をサポート

民間事業者との施設共用

交通ネットワークの充実

運転士の確保・育成

運転士体験会などのイベント、

様々な情報発信の場に

再チャレンジした
国交付金も採択！
（市負担は１割）

ＥＶ給電設備の官民利用

自動運転バスの導入推進

交通モードの最適化の核として
誰もが移動しやすい交通ネットワークづくりを進めます。

ベストミックス



５，９０６万円

6

中央大通りに新たな賑わい拠点を整備します。
補 正
予算案

新たな“にぎわい”でつながる 中央大通り

その中心地に みんなが快適に過ごせる空間 を創 り ます 。

活用イメージ

まんなか

中央大通り未来ビジョン （R4.3策定）

活用イメージを具体化するため、基本計画を策定します。

国補助金を活用

県有地
（唐人町まちかど広場）

市有地
（TOJIN茶屋跡地）

民有地

隣接する
県有地・民有地を
一体的に活用！

誰もがいつでも

気軽に立ち寄れる
近隣の店舗などが

イベントを開催できる
アリーナ客などの

街歩きの基点になる

まちなかに来る人が

歩いて楽しめる街並み（通りの連続性）をつくる

［R4.11～］ ［R6.8～］

［R8.12～］［R6.4～］

賑わい拠点
（TOJIN茶屋跡地）

［佐賀駅から約500ｍ］

エリアＡ

エリアＣ

エリアＢ
唐人町のルーツが活きる

街なかリビングエリア

駅前交流広場

佐賀玉屋

松原公園

白山テラス

さが維新テラス

［R7基本計画］



平面図

２，０００万円

7

戸 ヶ 里 漁 港 の 機 能 向 上 を 図 り ま す 。
補 正
予算案

ノリ養殖の作業効率が向上

漁港内の環境改善

戸ヶ里漁港（川副町）の全域を舗装整備します。

・漁港内の傾斜舗装で排水機能が向上
・道路部分の再舗装で安全性が向上

・漁業資材の保管場所や作業スペースの拡大
により、作業効率が向上

・除草などの維持管理を省力化

ノリ資材の積込み ノリの種付け

ノリ養殖には様々な資材を準備し、漁場に運搬設置する労力が必要

延長約２kmを測量・設計
令和８年度から整備

未舗装箇所が多い漁港内

・高潮時の水没箇所をかさ上げ
・防衛省補助金の採択決定

避難港の整備 Ｒ７当初



８

５ 歳 児 健 診 が 始 ま り ま し た 。

５歳児は、運動機能や社会性がぐんと育つ大切な時期です。

５ 歳 児 健 診

運動機能

ケンケンできるかな？

県内初

発育や発達の特性を

小児科医が確認します。

精神・神経発達

じゃんけん勝ったかな？

情緒・行動

順番待てるかな？

健診後の
支援体制

専門相談

小児科医や心理士、
言語療法士から

アドバイスを受ける

療育等フォロー

親子教室や児童発達
支援事業所に参加し、
苦手を改善する

入学前の相談

就学相談や就学時健診
を受けて小学校の職員
と配慮を検討する

保護者の心配を軽減し、

スムーズな就学につなげます！

誕生日の翌月に受診できます。
（4月生まれ：5/21・22に実施）



９

佐賀市こどもミーティング２０２５ を開催します。

こどもの視点で
課題を見つけ

計画の実効性を
高めます！

こどもミーティング

日 時

参加者

場 所

６月１５日（日）

テーマ

・小学生の部 10：00～
・中高生の部 14：10～

佐賀市役所 ４階大会議室

約９０名（小学生約50人、中高生約40人）

市長報告会

８月１０日（日）10：30～

こどもたちが
ミーティングで出た意見を
市長に報告・提案します！

こ ど も 計 画
令和７年度中に策定

他にも･･･
こども向けアンケートや
こども版パブコメなどを通じて

自分の声が届く
という「経験」が

こどもの
自信と主体性を
育みます！

こどもの意見を
直接聴くことで･･･

グループワーク

・こんな居場所があったらいいな！

・こどもにとっての幸せって何だろう？

こどもたちの声をしっかり聴きながら、こども計画をつくります。



佐賀市公式
スーパーアプリ の

電子申請アイコン から

「こども誰でも通園制度」 を検索
１０

先行実施
２年目へ！ ６月２日から こども誰でも通園制度 を始めます。

R6実績

延べ７５６人・
2,１７１時間利用

子育てにゆとりと選択肢をプラス！

誰でも時間単位で保育利用できます。

利用者の声

ほかのこどもと触れ合い
成長している

こどもが家庭以外にも
慣れてきた

育児の悩みを相談できた

リフレッシュでき子育て
に前向きになれた

R７．６ R７．７～

９施設
定員１７人

１４施設
定員４４人

２５施設

定員７３人2.6倍

施設数・定員が大幅アップ！

（想定見込）

システム利用で利便性アップ！

令和７年度から

令和７年度から

利用申請
受付中



１１

浸水対策
『溜める』 佐賀城お濠の調整容量の増加を目指します。

県の協力の下、排水ポンプ車による実証試験を行います。
県市連携
流域治水

実証試験

強制排水

お濠

起伏堰

自然排水

最大 58,000 トン

強制排水 ＋α

▽通常水位水
位
低
下 多布施川

＋α

自然排水

６月６日
（予定）

・お濠の水の

・北濠の活用

・農業用水の利用者等との調整

・低水位での管理
（水位の落ちづらさへの対応）

最大 58,000 トン （25ｍプール190杯以上）

排水ポンプ車による 58,000 トン

県排水ポンプ車
「ひので」

さらなる水位低下が機動的に可能かを検証します！

お濠貯留



１２

浸水対策
『溜める』 川上地区遊水池の運用を開始します。

公園敷地内を活用して、豪雨時に河川の水を一時的に貯留します。

位置図

大和中央公園

上戸田地区

県産業団地内調整池

大和中央公園

上戸田地区

県産業団地内
調整池

Ｒ７
出水期～

平常時は

公園散策路
として活用

貯留量

約11,000 トン
（25ｍプール 36杯分）

水害への安心感が増した暮らしを実感できる

まちづくりを進めていきます。
浸水被害を軽減！



１３

２年連続
受賞！ 全国シェアリングシティ大賞 優秀賞 を受賞しました。

第２回

全国約１２０の団体・事業者
から選ばれました。

評価ポイント

他の地域にも横展開できること

持続可能な取り組みであること

地方の課題をイノベーションで解決！

みんなで子育てシェアリング

学校出欠連絡
ミニアプリ
「れんらくん」  ３４校で導入

 利用回数は延べ約６万回

 電話対応８０分/日を削減

ＩＣＴを活用した
「見守りサービス」

 小学校１４校区で開始

 見守り数は約1,200万回超

 こども１人の見守られ回数は
約１６回/日

子育て世代をスマートにサポート

 遊び場やイベント情報が
スムーズに見つかる

こどもと触れ合う時間が増える

みんなでこどもを守る地域の実現

スーパーアプリを活用して
情報やデータをシェアする仕組み



１４

市職員の男性育休取得率が９０％を突破しました 。

男性職員の育休取得率

R６
速報値

９０．６％
目標達成に向けた取り組み

 子育て支援マニュアルに基づき、
職場の所属長がしっかりとフォローアップ

・取得しやすい雰囲気づくり

・対象者の把握、積極的な取得の呼びかけ

・所属長が育休取得計画を作成 など

 市長も率先して育児休暇を取得

男性の育児参加があたりまえの雰囲気が浸透

過去最高

さらなる応援策を検討し、
性別に関係なく子育て・仕事が両立できる環境をつくり

取得率１００％を目指します。

民間企業の男性育休取得の
モデルケースに！



１５

市報リニューアル 読者アンケート結果を速報します。

好評！

リアルな声
を分析！

• 横書きで見やすい、紙面がスッキリ、表紙がオシャレ

• 情報が見つけやすい、理解しやすい など

４６２人

約９６％

【参考】 R6クイズ応募
146人/月

アンケート回答数（R7.4）

市報の満足度

「刷新に好感」「楽しみ」「共感」･･･喜びの声が多数！

寄せられた回答の中から、具体的なフィードバックを分析しました。

読みやすさ・見やすさが向上

デザイン好評

• 佐賀の日常の幸せを再認識できた、地元の恵みに感謝

• ４コマ漫画に共感、抜き取って保存する参加型がいい など

「あたりまえハッピー」に高い関心

新企画に共感

• 役立つ情報があり助かる、参考になる

• 子育てやイベントの情報は嬉しい など

暮らしをサポートする情報が豊富

役立つ情報が届く

反響UP

約３倍

市民の皆さんの声をチカラに、より良い市報へと成長し続けます。

約150件

約160件

約80件


